
令和８年度 厚生労働大臣 優良賞を受賞しました！ 

～株式会社大林組 東京本店 キヤノン宇都宮新棟工事事務所 宇都宮光機新棟計画～ 

 

この度、『株式会社大林組東京本店 キヤノン宇都宮新棟工事事務所 宇都宮光機新棟

計画』が、安全確保対策の部門において、厚生労働大臣優良賞を受賞しました。 

宇都宮労働基準監督署管内においては実に１８年ぶり、県内においても９年ぶりの受賞

となります。 

株式会社大林組が施工した現場は、宇都宮市清原工業団地に所在する「キヤノン株式会

社」の新工場の建設工事です。 

元請である株式会社大林組では、安全な建設現場を作るため、安全ルールを真に理解（ハ

ラオチ）させることで、安全文化を浸透させた「安全ルールのハラオチ運動」や、現場内

において資機材を平行・直角・水平に置くことを徹底することで、限られた作業ヤードの

空間において安全通路を確保して転倒災害などのリスクを下げることができる「平行・直

角・水平の徹底」、また、元請及び関係請負人同士がコミュニケーションを図り、互いの

関係性を深めることで、作業員全員が一体となって安全作業に取り組む意識を高めるな

ど、安全な建設現場の実現に 

向けて様々な工夫を取り入れ 

た結果、令和４年１２月から 

令和７年６月までの約２年半 

の全工程で無災害を達成しま 

した。 

「宇都宮光機新棟計画」での令和６年度 栃木労働局長パトロールの様子  

（左 三栖所長（当時）右 奥村局長（当時）） 


